
引っ越しの
ときなど

引っ越しなどで
受信地域が変わり、
ホームモードを
再設定します。

❶ ❷ ❸

初期スキャン
 ◀  ▶ でお住まい
の地域を選び、決定

画面で内容を
確認し、決定

現在受信できるチャンネル
が検索され、以前の設定に
上書きされる。

● チャンネルを修正
するとき
（P.85 手順❻）

放送局を
追加するとき

自宅付近に新しく
開設された放送局や、
隣接した地域で受信
できる放送局を追加
します。

❶         
※1

❷

再スキャン 画面で内容を確認し、決定

チャンネルを修正するとき
（P.85 手順❻）

設定した
チャンネル
を修正する

❶ ❷ ❸

マニュアル チャンネルを修正
(P.85 手順❻ ) 決定

ホ
ー
ム
モ
ー
ド
で
使
用
す
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
設
定
す
る

自
動

自動で切り
換える
（エリアプリセット）

自車位置に応じて、
放送局リストを自動で
切り換えます。

❶ おでかけ初期スキャン/おでかけ
再スキャンすると、エリアプリ
セットは解除されます。

●

エリア 解除するとき
再度 エリア  を選ぶ

手
動

旅行先の
チャンネル
を設定する
（おでかけ
初期スキャン）

❶ ❷                                        ※2

初期スキャン 受信できるチャンネルを確認する
現在受信できるチャンネルがすべて検索され、以前の設定に上書きされます。
デジタルTV画面で を1秒以上押しても、おでかけ初期スキャンできます。
（リモコン→「 」1秒以上）

●
●

旅行中
受信エリアが
変わったとき
（おでかけ
再スキャン）

おでかけの途中で受信
エリアが変わり、
おでかけモードの放送
局を追加するとき。

❶         
※1

❷                                         ※2

再スキャン 受信できるチャンネルを確認する

デジタルTV画面で  を1秒以上押しても、おでかけ再スキャンできます。
（リモコン→「 」1秒以上）
●

9090 9191
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お
で
か
け
モ
ー
ド
で
使
用
す
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
設
定
す
る

選局パネルから（P.86）

デジタルTVメニュー
（タッチ操作のみ）

デジタルTVメニュー画面

ホーム  / おでかけ  で
モードを切り換えられます。
（リモコン→「 」
この時、上記画面を表示させる
必要はありません。）
各モードのチャンネル設定
方法は（右記）

ホームモードとは
デジタルテレビ初期設定（P.84）
で設定した、自宅周辺で受信でき
るチャンネルを選ぶモードです。

おでかけモードとは
旅行先などで、ホームモード
とは別に、旅行先で受信できる
チャンネルを登録できるモード
です。

●

準備： ホームモード  に
切り換える

※１
• 新たに受信できたチャンネルが検索され、以前の設定に追加
されます。

•以前登録されていたチャンネルは残ります。

※２
•放送局の系列は、ホームモード時のチャンネル設定に合わせます。
•ワンセグは青色で表示されます。
•おでかけモードでは、チャンネルの修正はできません。
•一覧表示は、約10秒後に自動的に消去されます。

準備： おでかけモード  に
切り換える

情報／設定

システム設定

ホームチャンネル

ホ
ー
ム
モ
ー
ド
／
お
で
か
け
モ
ー
ド
を
設
定
す
る

AUDIO
映像を楽しむ
デジタル
テレビ⑤ ホームモード／おでかけ                                    モードを設定する

引っ越しなどで受信地域が変わったときや、
旅行先でテレビを見るときなどに、チャンネル
を設定します。



移動により
受信状態が
悪いとき

❶ ❷ する  を選ぶと、自動
的に受信状態のよい中継
局、または同じ系列の放
送局に切り換えます。

●

オート放送局
サーチ

する ／ しない
を選ぶ

お知らせ 県境を越えて移動した場合など、オート放送局サーチ機能
でも放送局を切り換えられない場合があります。手動で選
局してください。（P.86「リストからチャンネルを選ぶ」）

●

データ
サービス
の設定をする

❶ ❷ テレビ／データ  
テレビサービスと独立
データサービスを選局
テレビ
テレビサービスのみ選局
（番組表も、テレビサービスのみ表示）

●

●
地上D
選局対象 選局対象を選ぶ

郵便番号
を設定する

❶ ❷
郵便番号 お住まいの地域の郵便番号を入力して、決定

（ リモコン→「▲」「▼」：数字を変更、リモコン→「◀」「▶」：
カーソルの移動、リモコン→「決定」：決定）

（リモコンの数字キーでも入力できます。）

都道府県を
選ぶ
（県域設定）

❶ ❷
県域 お住まいの都道府県を選ぶ

（ リモコン→「◀」「▶」：地域を選ぶ、
リモコン→「▲」「▼」：都道府県を選ぶ、リモコン→「決定」：決定）

伊豆、小笠原諸島、南西諸島鹿児島県地域のとき
伊豆、小笠原諸島地域 沖縄・その他の島部 ▶ 東京都島部
南西諸島鹿児島県地域 沖縄・その他の島部 ▶ 鹿児島県島部

●
●

92 93
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デジタルTVメニューから

情報/設定メニュー

情報／設定メニューから

システム設定画面から

デジタルTVメニュー
（P.90）

システム設定画面

情報／設定

AUDIO
映像を楽しむ
デジタル
テレビ⑥

受信データの表示／設定をする AUDIO
映像を楽しむ
デジタル
テレビ⑦

その他の情報表示／設定をする
（太字はお買い上げ時の設定です。）

地上デジタル
放送/
ワンセグを
切り換える

❶

受信モードを選ぶ

受信状態に応じて、地上デジタル放送とワン
セグを自動的に切り換えるとき
自動切換（お買い上げ時の設定）
• 番組のタイトル表示・チャンネル表示に
「AUTO」を表示
ワンセグを受信するとき ワンセグ 　
地上デジタル放送を受信するとき  地上D

お知らせ
受信状況により、切り換え時に数秒間映像が
途切れることがあります。
放送局によっては、地上デジタル放送とワン
セグの番組内容が異なる時間帯があるため、
地上デジタル放送/ワンセグを切り換えた際、
異なる番組になる場合があります。

●

●
●

●

●

受信可能な
放送局一覧
を表示する

❶
放送局一覧
本機に設定された受信可能なチャンネルが表
示されます。

●

各種信号
を切り換える

❶ ❷

信号切換 各項目を設定する

手順❷の設定項目について
マルチビュー：  マルチビュー放送のときに選択できます。

（マルチビュー放送とは、同一のチャンネルで主番組と
副番組の複数映像が送られる放送のことです。）

映像： 映像が複数あるときに選択できます。
音声： 音声を選択できます。
二重音声： 音声多重放送のときに選択できます。
字幕： 字幕言語を選択できます。
文字スーパー：  文字スーパーの言語を選択できます。

（文字スーパーとは、視聴者にお知らせしたい情報を、
番組放送中の画面上に文字で表示させたものです。）

B-CASカード
の情報を見る

❶ B-CASカードテストをするとき
     手順❶の後、B-CASカードテスト
カードID（B-CASカード番号）は、お問い合わせの際に
必要です。（忘れないようにメモをとっておいてください）

■

●

放送メール
を見る

❶ ❷

確認したいメールを選ぶ

（最大31件表示）

ソフト情報
を見る

❶ ❷

情報を確認する 文章を切り換えるとき
文章１  文章2  文章3 を選ぶ●

そ
の
他
の
情
報
表
示
／
設
定
を
す
る

受
信
デ
ー
タ
の
表
示
／
設
定
を
す
る



DVD-VRの
タッチキー

DVDの種類により、トップメ
ニュー/タイトルメニューが表
示され、自動でダイレクトタッ
チメニューが表示される場合が
あります。
本機で再生できるディスクに
ついては「ディスクについて」
（P.148）をご覧ください。

動作状態を表示させ
るには

      （リモコン→「DISPLAY」）
リモコンのみの操作です。

お知らせ
DVDのフォーマットが識別
される少しの間、音声・映像が
とぎれることがあります。
DVDの制約により、操作
説明どおりに動作しないもの
があります。
（画面に が表示されます）
詳しくは、DVDの説明書をご
覧ください。

●

■

●

●

音声言語/字幕言語/
アングルについて
電源を入れたときやディスク
を入れ換えたときの音声言語
や字幕言語は、DVD初期設
定が優先されます。
音声言語/字幕言語/アング
ルの数は、ディスクによって
異なります。詳しくは、ディ
スクの取扱説明書をご覧くだ
さい。
音声言語、字幕言語、アングル
の切り換えは、トップメニュー
（上記）やDVD初期設定（P.96）
からしかできない場合があります。

■

●

●

●

チャプターを頭出し
（リモコン→「 」「 」）

音声を切り換え※1

音声 ▶ 音声切換

字幕を切り換え※1

• 字幕を消すとき 
字幕 ▶ 字幕消

• 字幕言語を切り換えるとき　
字幕 ▶ 字幕切換

（  マークが出ているとき※2）
アングルを切り換え※1

アングル ▶ アングル切換

設定メニューを表示
一時停止※1

再生※1 タイトルを選んで再生※1

サーチ ▶再生したいタイト
ル番号を入力する▶ 完了

トップメニューを表示
（リモコン→「青」）

タイトルメニューを表示
（リモコン→「赤」）

ディスクの決められた
位置から再生
（リモコン→「戻る」）

タッチキーを消去

再生を停止※1

タッチし続けている間、早戻し
（リモコン→「 」押し続ける）

タッチし続けている間、早送り
（リモコン→「 」押し続ける）
• スロー再生するとき
一時停止中にタッチし続ける
（リモコン→「 」押し続ける）

項目をタッチして選ぶ
• 判別できなかった場合は画面がズームアップします。
再度項目をタッチしてください。

• 戻る  を選ぶと、画面が元に戻ります。

DVD-
Videoの
タッチキー

ダイレクトタッチメニュー
を表示する

タッチキーに戻すとき

トップメニュー/
タイトルメニューの
項目を選ぶ
＜  ＞  

〈

 〉  で選び、決定
（ダイレクトタッチOFF時
のみ表示）

ダイレクトタッチのON/OFFを
切り換える

ダイレクトタッチメニューの
表示位置を変える

タッチキー

9494 9595
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DVD画面に切り換わります。●

タッチキーを表示
させるには

本編再生中に、画面をタッチ。

■

準備： DVDディスクを本機に挿
入してください。

オーディオメニューから
（P.62）

再生を止める※3

再生※3

プログラム・プレイリストを頭出し
（リモコン→「

〈

」「 〈」）

設定メニュー
を表示

タイトルを選んで再生※3

サーチ ▶再生したいタイト
ル番号を入力する▶ 完了

字幕を切り
換え※3

タッチし続けて
いる間、早送り
（ リモコン→「 」
押し続ける）

タッチし続けている間、早戻し
（リモコン→「 」押し続ける）

プログラムを再生（リモコン→「青」）
プレイリストを再生（リモコン→「赤」）

静止画を切り換え※3
タッチキーを消去

音声を切り
換え※3

AUDIO
映像を楽しむ
DVD① DVDの基本操作 DVDの再生・停止・頭出しなど、基本的な操作方法を説明します。

D
V
D

の
基
本
操
作

チャプターを頭出し
（リモコン→「 」「 」）

一時停止※3

※1 タッチ操作のみ
※2  マルチアングルマーク  の表示

設定（P.96）が「する」の場合

※3 タッチ操作のみ



映像画面をタッチして
タッチキーを表示させ、

設定

初期設定

DVD初期設定画面

音声言語
を設定する

❶
音声の
設定する

❷ ❸ ❹

言語を選ぶ 戻る 終了

日本語 ●英語 ●フランス語 ●スペイン語 ●ドイツ語
イタリア語 ●オランダ語 

上記以外の言語を設定したいとき
❷ ❸ ❹

その他
言語コードを入力し、
完了 終了

言語コード一覧表（P.164）
1文字削除するとき 修正

●
●

●
●

■

お知らせ
DVDに優先言語が
設定されている場合、
その言語が優先され
ます。
設定した言語がDVD
に未収録の場合は、
その言語の再生は
できません。

●

●
字幕言語
を設定する

❶
字幕の

設定する

メニュー言語
を設定する

❶
ソフトメニューの
設定する

マルチアングル
マークの表示
を設定する

❶ する   アングル切換が可能なとき、画面右上に  を表示
しない   マルチアングルマークを表示しない（表示されていなくても、

アングル切換が可能な場合もあります）

●
●

❷

する ／ しない を選ぶ 終了

　

再生できる
DVDを
制限する

❶ ❷ ❸ ❹ ❺
視聴制限の

設定する 暗証番号（4桁）を入力し、完了 視聴制限
レベルを選ぶ 戻る 終了

1文字削除するとき 修正
暗証番号を設定していない場合は、画面に「- - - -」と
表示されます。
暗証番号を一度設定すると、視聴制限の設定変更時に
は、暗証番号を入力する必要があります。（お買い上
げ時には、設定されていません）
暗証番号を忘れた場合には、修正 を
10回選ぶと暗証番号を解除できます。

●

●

●

選んだレベルまでのDVDが再生できます。
1   子供向けのDVDのみ
（一般向けと成人向けは禁止）

2 ～ 7   子供向けと一般向けのDVDのみ
（成人向けは禁止）

8  すべてのDVD（視聴制限なし）

●

音声ダイナミック
レンジの圧縮率
を設定する
(ドルビーデジタル
再生時のみ)

❶ ❷ ❸ ❹
音声ダイナミックレンジの

モードを選ぶ 戻る 終了設定する
MAX  圧縮しない、映画館そのままのモード
STANDARD  ソフトの制作者が、小音量での視聴用として推奨するモード
MINIMUM  最も圧縮した、一般のテレビ放送などに近いモード

●
●
●

ワイドサイズ
DVD再生時の
映像サイズ
を設定する

❶ ❷ ❸ ❹
映像出力切換の

映像サイズを選ぶ 戻る 終了設定する
16：9（ワイド）  通常は、このサイズに設定してください。

リヤモニターに4：3のモニターを接続した場合は設定を変更してください。
4：3（レターボックス） 
4：3（パンスキャン） 

●

●
●

  で、

設定したい項目（右記）を
表示する。
 「アスペクト切換」および
「画質調整」の設定は
（P.134）

●

音声ダイナミックレンジ
について
ノイズに埋もれてしまわない
最小音と音割れしない最大音
との音量差を圧縮する機能です。
小さい音声が大音量の効果音
などで消えてしまわないように
設定できます。

9696 9797
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AUDIO
映像を楽しむ
DVD② DVDの初期設定 （太字はお買い上げ時の設定です。）

D
V
D

の
初
期
設
定



お知らせ
SDメモリーカード内の静止画
データは移動・消去・名称変更
できません。

※• 消去したデータは、元に戻
せません。十分確認のうえ、
消去してください。

　• 消去中は、エンジンを切ら
ないでください。
正しく動作しなくなる場合
があります。

静止画データ
を本機に
保存する
（ 1つのフォルダに

最大1,000枚）

準備： 静止画データが保存されたSD
メモリーカードを本機に入れる。

❶ ❷
SDメモリーカード HDDに保存

（リモコン→「赤」） （リモコン→「ビュー」）
SDメモリーカードファイル画面を表示
SDメモリーカード内のフォルダ/
ファイル数が多いときは、表示される
までに時間がかかる場合があります。

●
●

❸ ❹ ❺

保存するファイルを選び、保存 保存先のフォルダを選ぶ はい

保存  （リモコン→「ビュー」）
複数のファイルを選べます。
（もう一度選ぶと解除）
●

初めて静止画データを保存する場合は、自動的にフォルダ
が作成されるので、この操作は必要ありません。
サンプル/オープニングフォルダには保存できません。

●

●
[PHOTO画面から保存するとき] SDメモリーカードのPHOTO画面（下記）から 設定 ▶ HDDに保存する  
[一括保存するとき]  ツートップメニュー（P.28）から 情報／設定 ▶ データ ▶ SD読込／保存 ▶

SDメモリーカードから読み込む ▶ PHOTO一括保存  

静止画を
再生する

HDDからの場合
❶
HDD

（リモコン→「青」）
SDメモリーカードからの場合

❶
SDメモリーカード 手順❸へ

（リモコン→「赤」）

■

■

❷ ❸ 

フォルダを選ぶ ファイルを選ぶ
PHOTO画面が表示さ
れます。（P.100）

●

静止画を
移動する

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻

HDD
フォルダを
選び、編集 移動する

移動したいファイルを
選び、移動

移動先のフォルダ
を選ぶ はい

（リモコン
→「青」）

編集（リモコン→「ビュー」） 移動（リモコン→「ビュー」）
複数のファイルを選べます。
（もう一度選ぶと解除）
●

サンプル/オープニングフォルダには、移動できません。
1つのフォルダには、最大100枚移動可能です。

●
●

静止画
データを
消去する※

フ
ァ
イ
ル
消
去

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ HDDのPHOTO画面（上記）から 
設定 ▶ 消去する
でも、消去できます。
サンプル/オープニングフォルダの静
止画は消去できません。

●

●
HDD

フォルダを
選び、編集 消去する

消去したいファイル
を選び、消去

複数のファイルを
選べます。
（ もう一度選ぶと
解除）

●
はい

（リモコン
→「青」） 編集（リモコン→「ビュー」） 消去 (リモコン→「ビュー」)

フ
ォ
ル
ダ
消
去

❶ ❷ ❸ ❹ ❺
全消去  をタッチすると、HDD内の
すべての静止画データが消去されます。

●
HDD 編集 消去する

消去したいフォルダ
を選び、消去

複数のファイルを
選べます。
（もう一度選ぶと解除）

●
はい

（リモコン
→「青」）

（リモコン→
「ビュー」） 消去 (リモコン→「ビュー」)

フォルダの
名称を変更
する

❶ ❷ ❸ ❹ ❺

HDD 編集 名称を変更する 名称を変更したいフォルダを選ぶ 名称を入力し、完了 全角6文字（半角12文字）まで。
文字入力のしかた（P.23）

●
●

（リモコン
→「青」）

（リモコン→
「ビュー」）

スナップエフェク
ターで再生する
フォルダを選ぶ
CN-HX900D

❶ ❷ ❸ ❹ サンプル/オープニングフォルダ
は、指定フォルダに設定できません。
全解除  をタッチすると、選んだ
フォルダがすべて解除されます。

●

●HDD 編集 スナップエフェクター設定 設定したいフォルダを選び、完了
（リモコン
→「青」）

（リモコン→
「ビュー」）

完了 (リモコン→「ビュー」)
複数のフォルダを選べます。（もう一度選ぶと解除）●

9898 9999
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U
D
IO

オーディオメニュー
から（P.62）

AUDIO
映像を楽しむ
静止画① 静止画を見る SDメモリーカード内の写真（デジタルカメラで撮影したJPEG画像などの

静止画データ）を再生／保存（本機のHDDに）できます。

静
止
画
を
見
る

フォルダ画面



（リモコン→「

〈

」「 〈」）
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リストから
選んで聴く

リストをタッチして放送局を選ぶ

（本体ボタンでの操作は   　 ）
（リモコン→「 」「 」）

選んだ放送局に切り換わる。
状態に応じてリストの内容は異なり
ます。
エリアモード時：
自車位置の地域に応じた放送局
エリアモード解除時：
オートプリセット・プリセットメモリーで
記憶させた放送局

●
●

周波数を
選んで聴く
（手動選局）

＜   ＞   （タッチ操作のみ）
周波数が切り換わる。
1秒以上タッチすると選局を始め、
受信すると止まる。（シーク選局）

●
●

放送局を
記憶させる

自動で記憶させる
（オートプリセットメモリー※1）

オート   （1秒以上）
受信状態の良い放送局から順に上書き
され、記憶される。
受信できる放送局がないときは、1周して
もとの放送局に戻る。
オート操作を中止するときは オート

手動で記憶させる
（プリセットメモリー※2）

受信中の放送局をリストに記憶する
① 〈  〉 で記憶させたい放送局を選局する。
② 記憶させたいリストの番号を1秒以上
タッチする。（リモコン→「決定」1秒以上押す）
（受信中の放送局がその番号に記憶される。）

■

●

●

●

■

自車位置に応じて
放送局を
切り換える
（エリアモード）

エリア   （タッチ操作のみ）
自車位置の地域に応じた放送局の
リストが表示される。
エリアモードを解除するときは、
再度 エリア  を選ぶ
オートプリセットすると、エリアモードは
解除されます。

●

●

●

オーディオメニュー
から（P.62）

お知らせ
AMステレオには対応し
ていません。

※1  FM/AM各6局まで、
受信できる放送局を自動
的に探して記憶します。

※2 ・ エリアモード時はプ
リセットメモリーで
きません。

       ・ 地域によっては、リ
ストに実際とは異な
る放送局名や、周波
数のみが表示される
場合があります。

●

　　　　　　ラジオ（FM/AM）を聴く 交通情報（TI）を聴くPHOTOの基本操作
PHOTO画面
（P.98「静止画を再生する」）

■

次の静止画を表示

スライドショーを開始
スライドショーを終了する
には、画面をタッチする。
（リモコン→「決定」
または「戻る」）

●

ひとつ前の静止画を表示

リストに戻る

全画面で表示
全画面表示中、リモコンの
「決定」を左右に傾けて、前／
次の静止画を表示できます。
全画面表示を終了するに
は、画面をタッチ。
（リモコン→「決定」または「戻る」）

●

●

静止画を回転

静止画をオープニング時に表示する
❶ ❷
オープニングに設定したい
静止画を表示させ、設定  オープニング画像にする

❸ ❹
表示のさせかたを選び、
登録  はい

静止画の縦横比はそのままで、上下幅を画面サイズに合わせて表示
上下合わせ
静止画の縦横比はそのままで、左右幅を画面サイズに合わせて表示
左右合わせ   
静止画を右に90度回転
右90度回転  
選ぶごとに、表示時間を変更（4秒→7秒→10秒）
表示時間変更   

お知らせ
お買い上げ時の画面に戻すには、HDDのフォルダ画面（P.98)
からオープニングフォルダを選び、静止画を選びなおして
オープニング画像に設定してください。

●

●

●

●

●

交通情報の音声が出力され
ます。
オーディオ画面表示中は、
交通情報画面が表示されます。
ハンズフリー通信中（発着
信中、通話中）は切り換えら
れません。
CN-HX900D  CN-HW880D

交通情報（TI）を
OFFにするには、
再度 TI

交通情報（TI）の周波
数を変更するには

準備： AMラジオに切り換える。
❶

変更したい周波数に
合わせる（左記）

❷
TI 1秒以上押す

受信している周波数が記憶
されます。

●

●

●

■

■

●

BAND

FM/AMを切り換える
押すごとに切り換わります。●

放送局のリスト

（本体操作のみ）

TI （本体操作のみ）

TI

CN-HW880D  CN-HW850D

CN-HX900D

AUDIO
映像を楽しむ
静止画② 静止画を見る AUDIO ラジオを聴く ラジオを聴く／交通情報を聴く

ラ
ジ
オ
を
聴
く
／
交
通
情
報
を
聴
く

静
止
画
を
見
る



サブディスプレイ
表示の例
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発 話 切るとき
は、１秒
以上押す。

●

電話に出る

CD
再生している曲番号

REP1：1曲リピート
RAND：ランダム再生
SCAN：スキャン再生

DVD
再生しているタイトル番号

Music Stylist
再生している曲番号

ハンズフリー

HF DIAL（点滅）：発信中
HF CALL（点滅）：着信中
HF TALK：通話中

TI （交通情報）
設定したTI受信周波数

ラジオ 受信周波数

受信中のバンド（AM/FM）

デジタルTV
視聴しているチャンネル番号

ナビゲーションの地図画面に、デジタルTV、
DVD、VTRの映像（以下、オーディオ映像）を表示できます。

地図画面から（基本編NAVI P.7）

❶ ❷ ❸

画面の表示の
しかたを選ぶ

( リモコン→
「ビュー」)

画面表示例（下記）参照●

手順❸で 表示しない  を選ぶと、オーディオ映像は表示されません。

お知らせ
走行中は、オーディオ映像は消去され、地図画面のみ表示されます。
オーディオ映像を表示させるときは、安全な場所に停車し、サイド
ブレーキを引いてご覧ください。
拡大図表示中や地図モード画面では、オーディオ映像は表示されま
せん。
案内図表示中は、「1／2画面左」、「1／2画面右」は表示されません。

●

●
●

●

●

画面表示例
１／2画面左 １／2画面右

小画面左 小画面右 小画面下

小画面では、オーディオ映像は16：9で表示されます。
4:3の画面は左右に引き伸ばされます。

お知らせ
オーディオ映像に隠れた地図画面のタッチキーは、操作できません。
上記画面では、オーディオはタッチ操作できません。
本体ボタンまたはリモコンで操作してください。
オーディオ映像が表示されている部分をタッチすると、オーディオ
映像が全画面で表示されます。
 「1／2画面左」、「1／2画面右」に設定後、別の画面表示を
選ぶと、地図は2画面になります。手動で1画面に戻してください。
（P.25）、（基本編NAVI P.6）

●
●

●
●

●

（ハンズフリー接続中）

音量調整

オーディオの音量を表示

ミュート（消音）

アッテネートで出力

オーディオOFF

（3秒間表示）

時計表示

現在時刻を表示

VTR

1／2画面では、オーディオ映像は、左右に圧縮されます。●

MP3
WMA
HDD MUSIC
SD-Audio

再生している曲番号

REP1：1曲リピート
REP： フォルダリピート

（MP3/WMA、HDD 
MUSIC）/
プレイリストリピート
（SD-Audioのみ）

RAND：ランダム再生
SCAN：スキャン再生

iPod
Bluetooth Audio

曲情報・フォルダ情報は
表示されません。

●

AUDIO こんなときは ナビゲーション画面に
映像画面を表示する

AUDIO こんなときは モニターを閉じたまま使う
CN-HX900D

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
画
面
に
映
像
画
面
を
表
示
す
る

モ
ニ
タ
ー
を
閉
じ
た
ま
ま
使
う

記憶させた
放送局を選ぶ

押すごとに
切り換わります。

●

〈　　  〉

FM/AM、デジタルTV
のとき

 　  　

SOURCE
押すごとに
切り換わります。

●

ハンズフリー通信中（発着信
中、通話中）は、切り換えられ
ません。

※1  ディスク（DVD・CD・
MP3/WMA）挿入時のみ

※2  SDメモリーカード挿入時のみ
※3 iPod接続時のみ

●

デジタルTV

HDD MUSIC

Music Stylist

DVD・CD・
MP3/WMA

FM／AM

VTR

iPod

Bluetooth
Audio

SD-Audio

※1

※2

※3

FM/AMを選ぶ オーディオを切り換える

頭出しする
アルバム／フォルダ／
プレイリストの頭出し

      （MP3/WMA、
HDD MUSIC、
SD-Audioのとき）

■

プログラム／
プレイリストの頭出し

     （DVD-VRのとき)

■

〈　　  〉

〈　　  〉

チャプター／曲の頭出し
 　  　

タッチし続けると早送り・早戻し
（SD-Audioは除く）となります。

■

●

モニターを閉じたままで、オーディオの音声を楽しめます。
お知らせ
その他、操作によって以下
のように表示されます。
例） PAUSE：一時停止

FF：早送り　など

●

サブディスプレイ表示設定を
「時計」にしてください。（P.130）

●
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